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たと気づいたことがありました。そ

れは「そうか、イエス様も難民だっ

た！」ということでした。ヘロデの

手を逃れるため、生まれたばかりの

イエス様を抱いて、ヨセフとマリア

はベツレヘムから国境を越えて、エ

ジプトまで逃げたと聖書には記

されています。今、ウクライナ

で起きている難民たちの痛みや

悲しみも、生まれたばかりのイ

エス様はすでに体験され、その

すべてをご存知だったというこ

とに改めて気づかされ、感謝な

思いが湧いてきました。

　あのお母さんたちが抱えてい

た赤ちゃんの中に、確かにイエス様

はおられた。この難民の方々に仕え

働くことは、すなわちイエス様にさ

せて頂くことなのだ。その恵みと責

務をハンガーゼロは、いえ今、この

時代に生きるすべてのクリスチャン

は任せられている、そんなことを考

えさせられました。

「あなたがたが、これらのわたし

の兄弟たち、それも最も小さい者た

ちの一人にしたことは、わたしにし

たのです。」マタイ25：40

　ロシアによるウクライナ侵攻から

1ヶ月後の3月24日、私はウクライ

ナとポーランドの国境の検問所「メ

ディカ」にいました。そこには国境

を越えポーランドへ逃げてくるウク

ライナ難民の方々が、長蛇の列をな

して避難所へ向かうバスを待っ

ていました。18才から60才まで

の男性は国防のため国内に残る

ように言われ、仮に国境まで一

緒に逃げてきたとしても、そこ

から先は女性と子ども、老人た

ちしか脱出することができませ

ん。ですから難民の9割以上が女

性と子どもとのことでした。（注：

3人以上子どもがいる場合と、家

族に障がい者がいる場合を除く）

　検問所の緑の柵を越え、ポーラン

ドへ入ってくる難民たちを見ている

と、多くのお母さんたちが、少ない

荷物を背負い、片手で赤ちゃんを抱

え、もう片方の手で小さな子どもの

手を引いている姿をたくさん見掛け

ました。

　長引くロシアとの戦闘で、ウクラ

イナから隣国へ脱出する難民は600

万人以上、国内でも戦火を逃れ故郷

を離れる国内避難民が、700万人以

上いると言われています。合わせる

ならウクライナ全人口（約4300万

人）の実に3割が、避難生活を余儀

なくされているのです。（注：地図

は侵攻から3ヶ月後の5月時点での

難民数）

　「彼らが帰って行くと、見よ、主

の使いが夢でヨセフに現れて言っ

た。『立って幼子とその母を連れて

エジプトへ逃げなさい。そして私が

知らせるまで、そこにいなさい。ヘ

ロデがこの幼子を捜し出して殺そう

としています。』そこでヨセフは立っ

て、夜のうちに幼子とその母を連れ

てエジプトに逃れ、ヘロデが死ぬま

でそこにいた。」マタイ2：13〜 15

　日本に戻り、改めてウクライナ難

民の姿を思い起こしている時に、は

ハンガーゼロ総主事

近藤高史 

イエス様は「難民」だった！



◆伝団協 「秋のフェスティバル」 ご案内◆

昨年度・一昨年度はコロナ禍により、ZOOMによるオンライン
集会として開催しましたが、今年度は　久しぶりに一堂に会して
開催したく、企画しています。（ZOOMを併用するハイブリッド
開催とする予定です。）

基調講演 アンテオケ宣教会 大田総主事
団体紹介 ロールプレイによる伝道活動の紹介

①福音ネット伝道協力会
②日本国際ギデオン協会

コンサート 「小坂忠師を偲んで」
ミクタムレコード＆ミニストリー

日時

会場

2022年10月10日㊗ 15:00～17:00

お茶の水クリスチャンセンター８F チャペル

【プログラム】

加盟団体の皆さまには、是非ともご参加をお願い申し上げます。
加盟団体以外の一般参加も募集する予定です。
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伝団協　総会報告

行
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
役
員
は
2
年
任
期
の
2
年
目
に
入

る
の
で
、
2
0
2
2
年
度
の
改
選
は
あ
り
ま

せ
ん
。
監
査
役
（
2
名
）
に
つ
い
て
は
、
次

年
度
総
会
ま
で
に
、
会
員
団
体
よ
り
候
補
を

選
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
の

ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

会
長
の
働
き
は
、
姫
井
雅
夫
師
に
も
う
1

年
担
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

福
音
ネ
ッ
ト
伝
道
協
力
会
（
F
N
D
K
）

の
小
川
政
弘
の
閉
会
祈
祷
を
持
っ
て
、
総
会

を
終
了
い
た
し
ま
し
た
。　

　

第
38
回
伝
道
団
体
連
絡
協
議
会
総
会
が
、

2
0
2
2
年
4
月
11
日　

午
後
３
時
か
ら
４

時
半　

Zoom

に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
り
な
が
ら
も
、Zoom

に
よ

り
開
催
で
き
ま
し
た
こ
と
は
感
謝
で
し
た
。

　

開
会
礼
拝
と
し
て
、
姫
井
雅
夫
会
長
が
み

こ
と
ば
を
取
り
次
が
れ
ま
し
た
。
テ
サ
ロ
ニ

ケ
人
へ
の
手
紙
第
１
、
5
章
1
節
か
ら
11
節

が
開
か
れ
、
交
わ
り
の
大
切
さ
に
つ
い
て
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
以
下
総
会
報
告
】（
敬
称
略
）

　

議
長
の
姫
井
雅
夫
（
総
動
員
伝
道
）
が
書

記
に
植
村
公
美
子
（
O
C
C
）
を
指
名
、
議

長
が
出
欠
を
確
認
し
ま
し
た
。

出
席
15
団
体
、
委
任
状
9
団
体
で
、
加
盟
25

団
体
の
三
分
の
一
以
上
に
達
し
、
規
約
第
8

条
に
よ
り
総
会
の
定
足
数
を
満
た
し
て
い
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
、
議
長
よ
り
総
会
成
立
宣

言
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
と
し
て
、
2
0
2
1
年
度
の
活
動
報

告
、
会
計
報
告
、
会
計
監
査
報
告
が
な
さ

れ
、
引
き
続
い
て
2
0
2
2
年
度
の
活
動
計

画
案
、
会
計
予
算
案
が
出
さ
れ
、
満
場
一
致

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
加
盟
団
体
相
互
間
の
協
力
体
制

づ
く
り
や
、
参
加
し
て
い
な
い
他
団
体
と
も

今
後
関
係
を
築
き
、
加
盟
団
体
を
増
や
し
て

伝団協　団体紹介
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ミクタムレコード＆ミニストリー
https://michtam.com/ 　

日本CGNTV
http://japan.cgntv.net

〒 359-0025　埼玉県所沢市上安松 66

TEL.04-2941-6816　FAX.04-2946-9629

info@michtam.com

〒1169-0073　東京都新宿区百人町2-23-46 OKUBO23番館 2階

Tel: 03-5338-6620　Fax: 03-3366-0055　

  cgntvjp@gmail.com

●ミクタムは日本のリバイバルを願い、「音楽での福
音宣教」と「新しい時代の礼拝賛美の創造と普及」を
２本の柱として活動を続け、宣教の働きと共に、新し
い礼拝音楽であるワーシップソングの制作＆翻訳とそ
の普及に努め、クリスチャンの信仰生活を励まし、教
会に仕えることを大切にしてきました。 

●これからも、新しい作品の制作、クリスチャンアー
ティストを発掘育成、ワーシップソングの普及等やる
べき事がたくさんあります。この働きの中から2020
年には新しくエム・ワーシップ・プロジェクト（M 
Worship Project）なども生まれてきました。創設者
の小坂忠のビジョンのバトンを受け取る者が日本中に
起こされていくことを期待しています。 

 映像を通して福音を伝える放送局CGNTV

日本全国の教団 • 教派を超えた2,000の地域教会と協
力して、24時間365日福音番組を放送しています。

 NEW 視聴受信機「ドリームオンプラス」

インターネットがつながる場所なら、テレビと受信機
をつなぐだけで簡単に
CGNTVの全チャンネル
(日本語、韓国語、中国
語)が高画質で24時間視
聴できる受信機を国内
外に配布しています。無牧/兼牧教会・宣教師・海外
在住日本人支援の無料設置、伝道を応援する無料設置
キャンペーンを実施していますので、お気軽にご相談
ください。

 様々なジャンルの番組を制作 “子ども礼拝番組”  

 “YouTubeオリジナルコンテンツ”

救世軍と共同制作しているこども番組「しもべあの大
冒険」やこども礼拝「パップスキッズ」ではアニメ、
賛美、Q＆Aなどを通して、子どもたちが毎週楽しく
福音に触れることができます。CGN YouTubeチャン
ネルでは、クリスチャンぶっちゃけトークコンテンツ

「キリストーク」や、賛美コンテンツなどオリジナル
コンテンツが大人気です。

 ドキュメンタリー「路上の隣人」ICVM  

 クラウンアワード ベスト外国作品部門 銀賞受賞

ICVM(Internat iona l  Chr is t ian  Visua l  Media 
Association)が主催する世界最大のキリスト教コンテ
ンツ授賞式にて受賞した本作は、路上生活者を30年
近く支援する横浜カナンキリスト教会に密着したド
キュメンタリーです。コロナ禍を含む現代の様々な問
題の中で、痛みを覚え苦しむ人々へ神の
愛を届ける作品をぜひご視聴ください。
ドキュメンタリー視聴はこちら▶
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●イエス・キリストを愛し、主の教会を愛し、賛美を
愛し、日本を愛し、この国に賛美が満ち溢れ、リバイ
バルが与えられる時を待ち望みます。 

伝団協　総会報告・ご案内

第
38
回
伝
道
団
体
連
絡
協
議
会
　
総
会
報
告

　

【
情
報
交
換
】

日
時
●	

２
０
２
2
年 

4
月 

11
日
（
月
）
午
後
3
時
～
４
時
半

	

〈
報
告
〉
新
生
宣
教
団  

刀
祢
健
作
（
伝
団
協 

広
報
担
当
）

〒 359-0025　埼玉県所沢市上安松 66 
TEL.04-2941-6816　FAX.04-2946-9629 
info@michtam.com 

「伝道団体連絡協議会」
ホームページアドレス・QRコード

の変更のお知らせ

　この度作成いたしました、同封の『伝道団

体連絡協議会案内パンフレット』の、[ご加

入のご希望・お問い合わせ］の箇所に記載さ

れている、伝道団体連絡協議会のホームペー

ジアドレスが、更新のため、以下の通り変更

となりました。

■変更前

https://dendankyo.jimdofree.com/

■変更後

https://dendodantairenrakukyogikai.jimdofree.com/

　つきましては、変更後の

QRコード（左記参照）を同

箇所に差し替え貼付させて

いただきました。

※旧アドレスのホームページは削除できませ

んが、コンテンツの主なものはすでに新ホー

ムページに移行し、なお漸次この数年間のも

のを更新していきますので、今後は新ホーム

ページを閲覧くださいますよう、どうぞよろ

しくお願い申し上げます。

「ジェリコ・ジャパン」ステージ

「プレイズ＆ワーシップ」
小坂忠先生・小坂（高）

叡華先生ご夫妻
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伝団協　加盟団体の近況・祈りの課題

発行日：2022年7月27日
発行所：伝道団体連絡協議会 〒101-0062 東京都千代田区神田駿河台2-1  OCC614号室
　      　https://dendodantairenrakukyogikai.jimdofree.com/  dendankyo@gmail.com　
発行者：姫井雅夫／印　刷：（宗）ニューライフ・ミニストリーズ新生宣教団（500部）

『協力』97号

に
し
て
、
神
中
心
の
交
わ
り
を
喜
び
な
が

ら
、
福
音
を
宣
べ
伝
え
る
者
と
し
て
高
校

生
に
よ
る
高
校
生
伝
道
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
お
祈
り
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
こ
の
夏
も
主
催
キ
ャ
ン
プ
を
関

東
と
関
西
で
計
画
し
て
い
ま
す
。
感
染
か

ら
守
ら
れ
て
安
全
に
実
施
で
き
る
よ
う

に
、
そ
し
て
何
よ
り
も
多
く
の
高
校
生
が

参
加
し
て
神
の
恵
み
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
お
祈
り
く
だ
さ
い
。

P
B
A
太
平
洋
放
送
協
会

●
全
国
各
地
で
放
送
伝
道
の
働
き
を
進
め

て
お
ら
れ
る
教
会
が
支
え
ら
れ
、
必
要
が

満
た
さ
れ
ま
す
よ
う
に
。 

●
「
世
の
光
」「
ラ
イ
フ
・
ラ
イ
ン
」
な

ど
を
通
し
て
、
多
く
の
方
々
に
キ
リ
ス
ト

の
愛
と
希
望
を
届
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す

よ
う
に
。

●
番
組
制
作
に
、
主
の
知
恵
と
助
け
が
与

え
ら
れ
ま
す
よ
う
に
。

●
「
聖
書
チ
ャ
ン
ネ
ルB

R
ID

G
E

」
が
広

く
用
い
ら
れ
ま
す
よ
う
に
。

ア
ン
テ
オ
ケ
宣
教
会

　

今
年
度
45
周
年
を
迎
え
、
改
め
て
背
後

の
皆
さ
ま
の
お
祈
り
と
ご
支
援
を
心
か
ら

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

世
界
情
勢
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、
宣

教
の
現
場
に
お
い
て
も
、
ビ
ザ
取
得
の
道

が
ま
す
ま
す
狭
め
ら
れ
宣
教
地
の
変
更
な

ど
、
様
々
な
試
練
と
課
題
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宣
教
師
が
主
の
み
心
の

う
ち
を
歩
み
、
ど
こ
に
い
て
も
宣
教
が
前

進
し
て
い
き
ま
す
よ
う
に
。
記
念
リ
ト

リ
ー
ト
、記
念
誌
発
行
、PR

動
画
作
成
他
、

内
部
的
に
も
様
々
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。
総
主
事
、
理
事
、
主
事
に
神

様
の
知
恵
が
与
え
ら
れ
、
正
し
く
取
捨
選

択
し
、最
善
を
お
捧
げ
で
き
ま
す
よ
う
に
。

公
式Yo

uTube

チ
ャ
ン
ネ
ル
「
じ
ゃ
む

ち
ゃ
ん
」、オ
ン
ラ
イ
ン
宣
教
祈
祷
会
「
結

祈（
ゆ
い
き
）」が
用
い
ら
れ
ま
す
よ
う
に
。

宣
教
師
志
願
者
た
ち
の
道
が
整
え
ら
れ
ま

す
よ
う
に
。

●
主
催
集
会
の
祝
福
を
お
祈
り
く
だ
さ

い
。
撮
影
・
収
録
・
編
集
等
、
助
け
手
が

与
え
ら
れ
ま
す
よ
う
に
。

ハ
ー
ベ
ス
ト
・
タ
イ
ム

ミ
ニ
ス
ト
リ
ー
ズ

中
川
健
一 

　

定
例
の
奉
仕
は
、
以
下
の
よ
う
な
内
容

で
す
。（
1
）
毎
週
1
回
、講
解
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
ネ
ッ
ト
上
で
配
信
し
て
い
ま
す
。
現

在
は
、
ル
カ
の
福
音
書
を
取
り
上
げ
て
い

ま
す
（
2
）
月
に
1
回
、「
神
の
国
と
悪

魔
の
国
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
テ
ー
マ

説
教
を
ネ
ッ
ト
上
で
配
信
し
て
い
ま
す
。

（
3
）
週
に
2
回
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
を

Ｅ
メ
ー
ル
で
配
信
し
て
い
ま
す
（
登
録
者

数
は
約
7
0
0
0
名
）。
内
容
は
、
短
い

時
事
解
説
と
ハ
ー
ベ
ス
ト
・
タ
イ
ム
の
業

務
報
告
で
す
。

　

特
記
事
項
と
し
て
は
、『
中
川
牧
師
の

一
日
一
章
』
第
2
巻
の
発
売
を
挙
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
（
6
月
中
旬
に
発
売
）。

聖
書
通
読
と
日
々
の
デ
ボ
ー
シ
ョ
ン
の
た

め
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
し
て
、
全
5
巻
発

売
予
定
で
す
。
第
2
巻
は
、
旧
約
聖
書
の

歴
史
書
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
本
書

が
、
日
本
の
霊
的
覚
醒
に
役
立
ち
ま
す
よ

う
に
、
お
祈
り
く
だ
さ
い
。

高
校
生
聖
書
伝
道
協
会

（h
i-b.a.

）

　

昨
年
の
秋
、
オ
ン
ラ
イ
ン
集
会
を
中
心

に
し
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
対
面
活
動
に
戻

し
始
め
て
し
ば
ら
く
は
高
校
生
た
ち
の
参

加
も
少
な
か
っ
た
で
す
が
、
冬
、
そ
し
て

春
に
キ
ャ
ン
プ
を
対
面
で
開
催
し
て
か

ら
、
平
日
に
行
っ
て
い
る
各
地
で
の
集
会

に
も
高
校
生
た
ち
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

高
校
生
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
で
す

が
、
や
は
り
高
校
生
た
ち
は
直
接
顔
と
顔

を
合
わ
せ
て
リ
ア
ル
な
交
わ
り
を
求
め
て

い
る
こ
と
を
感
じ
て
い
ま
す
。
主
を
第
一

が
6
月
11
日
に
終
了
し
ま
し
た
。
そ
し
て

6
月
20
日
か
ら
は
新
た
な
D
T
S
が
始
ま

り
ま
す
。

●
短
期
ビ
ザ
が
開
か
れ
、
短
期
宣
教
チ
ー

ム
が
入
国
出
来
る
よ
う
に
。

●
Y
W
A
M
が
日
本
の
祝
福
と
な
れ
る
よ

う
に
、
謙
り
仕
え
る
心
が
与
え
ら
れ
る
よ

う
に
。

●
更
に
多
く
の
地
域
に
活
動
拠
点
を
開
拓

し
、
地
域
教
会
と
も
協
力
し
て
い
け
る
よ

う
に
。

総
動
員
伝
道

　

今
年
も
断
食
祈
祷
聖
会
、
つ
づ
い
て
首

都
圏
イ
ー
ス
タ
ー
の
つ
ど
い
を

ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
開
催
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
、
感
謝

次
の
祈
祷
課
題
は
9
月
26
日
か
ら
歩
き
出

す
「
恒
例
」
のW

alk w
ith Jesus

で
す
。
今
年
は
北
國
街
道
で
す
。

●
日
本
の
教
会
数
が
減
っ
て
き
て
い
ま

す
。
増
え
る
よ
う
に
。

●
献
身
者
も
減
少
。
将
来
の
主
の
器
の
興

起
を
。

●
礼
拝
参
加
者
の
数
も
激
減
。youtube

が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
感
謝
。

　

で
も
一
緒
に
集
ま
る
こ
と
の
意
義
も
果

た
し
て
い
き
た
い
で
す
。

お
茶
ノ
水
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・ 

セ
ン
タ
ー

●
館
内
団
体
の
み
な
ら
ず
各
教
会
、
教
団

教
派
を
超
え
て
宣
教
団
体
と
一
致
協
力
し

て
多
方
面
か
ら
宣
教
を
考
え
、
日
本
伝
道

の
た
め
に
仕
え
、用
い
ら
れ
ま
す
よ
う
に
。

●
お
互
い
の
団
体
の
理
解
を
深
め
愛
し
あ

い
、
交
わ
り
が
ま
す
ま
す
豊
か
に
な
り
ま

福
音
ネ
ッ
ト
伝
道
協
力
会

（
1
）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
伝
道
番
組

「
こ
の
指
と
ま
れ
」
が
、
世
界
の
人
々
に

聴
か
れ
る
よ
う
に
。
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
の
オ

ン
ラ
イ
ン
録
音
で
も
、
高
ク
オ
リ
テ
ィ
ー

の
ド
ラ
マ
を
制
作
で
き
る
よ
う
に
。

（
2
）
５
大
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実

①
「
こ
の
指
ド
ラ
マ
館
」

②
＊
新
約
聖
書
ド
ラ
マ
「
イ
エ
ス
に
出

会
っ
た
人
々
」

③
旧
約
聖
書
ド
ラ
マ
「
神
を
見
た
人
々
」

④
＊
日
本
語
版「
解
き
放
た
れ
た
人
生
！
」

⑤
聖
書
・
名
作
朗
読
＊B

iblica Yo
u 

versio
n LB

新
旧
約
。（
＊
は
制
作
完
了
）。

（
3
）
同
労
者
（
出
演
者
）
現
在
７
名(

出

演　

男
性
４
名
、
女
性
１
名
、
計
５
名
、

編
集　

女
性
1
人
、
運
営
委
員　

男
性
牧

師
1
人)

感
謝
。
更
に
参
加
者
が
与
え
ら

れ
る
よ
う
に
。

（
4
）
伝
団
協
の
他
の
伝
道
団
体
と
、
宣

教
協
力
が
で
き
る
よ
う
に
。TW

R

、

B
B
N

に
番
組
提
供
、P

B
A

のB
R

ID
G

E

に

提
供
準
備
中
感
謝
。

U
R

L
:h

ttp
s://ko

n
o

yu
b
i-d

ra
m

a
.

jim
do

free.co
m

/

日
本
Y
W
A
M

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
祈
り
求
め
て
き
た
海

外
か
ら
の
働
き
人
に
対
す
る
宗
教
ビ
ザ
の

発
給
が
よ
う
や
く
再
開
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
っ
て
新
し
い
宣
教
師
の
日
本
へ
の

受
け
入
れ
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
日
本
に

11
ヶ
所
あ
る
Y
W
A
M
の
活
動
拠
点
で
の

動
き
も
徐
々
に
活
発
化
し
て
い
く
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。
沖
縄
で
は
D
T
S（
弟

子
訓
練
学
校
・
全
寮
制
・
6
ヶ
月
）
が
2

月
に
、
ミ
ニ
D
T
S
（
通
学
制
・
週
2
回
）

す
よ
う
に
。

東
京
プ
レ
ヤ
ー
セ
ン
タ
ー

　

主
の
導
き
に
よ
り
、
設
立
十
一
年
目
を

迎
え
て
い
ま
す
。

　

宣
教
の
拠
点
「
祈
り
の
家
」
と
し
て
、

三
六
五
日
礼
拝
と
祈
り
会
を
継
続
し
、
Ｔ

Ｐ
Ｃ
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
い
う
学
び
の
会
を
適

時
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
団
体
の
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、

貸
室
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
御
利

用
下
さ
い
。

　

お
も
な
祈
り
の
課
題
は
、

①
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
が
聖
霊
様
に
満
た
さ
れ

て
元
気
に
な
り
、
日
本
と
世
界
に
リ
バ
イ

バ
ル
が
起
こ
さ
れ
ま
す
よ
う
に
。

②
若
者
が
Ｔ
Ｐ
Ｃ
を
つ
な
が
り
の
場
と
し

て
活
用
で
き
ま
す
よ
う
に
。

③
ス
タ
ッ
フ
に
新
た
な
メ
ン
バ
ー
が
加
わ

り
ま
し
た
。
Ｔ
Ｐ
Ｃ
の
働
き
が
益
々
豊
か

に
用
い
ら
れ
ま
す
よ
う
に
。

小
さ
な
い
の
ち
を
守
る
会

●
も
っ
と
も
小
さ
な
い
の
ち
で
あ
る
胎
児

が
守
ら
れ
、
生
ま
れ
出
て
、
輝
き
ま
す
よ

う
に
。
小
さ
な
い
の
ち
を
守
る
思
い
が
広

が
り
、
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
。
予
期
せ
ぬ

妊
娠
で
あ
っ
て
も
、
い
の
ち
を
大
切
に

し
、
産
む
選
択
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
。
そ
の
た
め
に
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
、
教

会
が
声
を
上
げ
、
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
。

●
い
の
ち
を
め
ぐ
る
相
談
の
た
め
に
御
霊

の
知
恵
が
豊
か
に
あ
る
よ
う
に
。
予
期
せ

ぬ
妊
娠
の
ほ
か
、
家
族
や
子
育
て
の
相
談

も
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
一
人
一
人

の
い
の
ち
、
存
在
を
大
切
に
し
て
い
け
る

よ
う
に
。

●
新
体
制
に
な
っ
て
一
年
が
過
ぎ
ま
し

た
。
辻
岡
健
象
代
表
か
ら
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

し
た
國
分
広
士
会
長
の
支
え
と
導
き
の
た

め
に
。
そ
の
他
運
営
委
員
は
牧
師
を
し
な

が
ら
の
働
き
で
す
。
専
属
の
働
き
人
の
導

き
を
お
祈
り
く
だ
さ
い
。

日
本
C
G
N
T
V

１.

C
G
N
T
V
の
番
組
が
、
聖
い
福
音

の
道
具
と
し
て
用
い
ら
れ
、
特
に
次
世
代

向
け
番
組
と
、Yo

uTube

コ
ン
テ
ン
ツ

を
通
し
て
、
次
世
代
の
伝
道
が
進
ん
で
い

く
よ
う
に
。

２.

こ
の
地
で
継
続
し
て
宣
教
を
す
る
た

め
に
、
1
0
0
0
名
の
継
続
サ
ポ
ー
タ
ー

が
与
え
ら
れ
ま
す
よ
う
に
。

３.

11
月
2
日
、
3
日
に
行
わ
れ
る
「
ラ

ブ
・
ソ
ナ
タ
宮
崎
」
を
通
し
て
一
人
で
も

多
く
の
魂
が
キ
リ
ス
ト
に
出
会
え
る
よ
う

に
、
ま
た
宮
崎
の
教
会
が
リ
バ
イ
バ
ル
す

る
よ
う
に
。

日
本
キ
リ
ス
ト
伝
道
会

　

第
53
回
「
日
本
伝
道
の
幻
を
語
る
会
」

を
以
下
に
て
開
催
予
定
し
て
い
ま
す
の

で
、
お
祈
り
願
い
ま
す
。

①
日
時
：
２
０
２
２
年
８
月
23
日(

火)

～

24
日
（
水
）

②
場
所
：
市
川
市
市
川
1-

3-

14 

山
崎

製
パ
ン
企
業
年
金
基
金
会
館

③
主
題
：「
若
者
と
共
に
日
本
伝
道
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
！
」
― I am

 here, S
end 

m
e! Isaiah 6

:8
 

④
講
師
：
近
藤
勝
彦
先
生　

大
嶋
重
徳
先

生　

藤
井
圭
子
先
生

音
楽
：
永
島
陽
子　

柳
瀬
佐
和
子　

吉
本

真
理　

サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
ワ
ー
シ
ッ
プ

若
者
か
ら
の
発
題
：
神
学
生
な
ど
3
名

新
生
宣
教
団

●
迫
害
下
に
い
る
兄
弟
姉
妹
の
安
全
と
信

仰
生
活
が
守
ら
れ
る
よ
う
に
。
特
に
中

国
、
北
朝
鮮
の
教
会
の
方
々
の
た
め
に
。

●
聖
書
を
手
に
入
れ
ら
れ
な
い
国
や
地
域

の
人
々
へ
、
一
冊
で
も
多
く
届
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
。

●
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
争
の
終

息
。
そ
し
て
平
安
が
一
日
も
早
く
訪
れ
る

よ
う
に
。

近況&
祈りの
課題
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